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新年明けましておめでとうございます。

会員の皆様には新しい年を健やかにお迎えのこととお喜び申し上げます。

また日頃は当協会の業務及び事業推進につきましては格別のご支援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

あの大震災からまもなく３年となり、一部の事業所が再開するなど復興は確実に進んでおりますが、被害があまり

にも大きく、多くの皆様方が未だに仮設住宅での生活を余儀なくされ不自由な生活が続いております。

私達の取り扱っている石油製品は復旧復興には欠かせないものでありますが、取扱いを誤れば火災、爆発等の災害

を引き起こす危険性を有しております。

また漏えいによる土壌や地下水の汚染など事故が起きると被害が甚大になります。当協会では危険物による災害防

止の為の啓蒙、普及に全力で取り組み復興の一助となるべく努力して参りたいと思います。

一方、平成２４年（平成２４年１月～平成２４年１２月）に発生した全国の危険物施設における事故の統計を見ま

すと、合計件数は５７３件（火災１９８件、流出３７５件）と高止まり傾向にあります。

平成元年以降、事故が最も少なかった平成６年の２８７件（火災１１３件、流出１７４件）と比べると危険物施設

が減少しているにもかかわらず事故件数は約２倍に増加しています。

危険物施設における火災事故の要因を見ますと、維持管理不十分、操作確認不十分及び誤操作という人的要因が１

１０件と最も多くなっております。

また、流出事故の発生原因は物的要因２１２件、人的要因１２５件、その他の要因となっており、腐食劣化による

ものが１３２件と最も多くなっております。

危険物施設における事故防止対策については「事故の情報の共有」、「経年劣化による流出事故防止対策の推進」、

「保安教育の充実」を焦点に事故防止対策を推進していく必要があります。

会員の皆様には災害や事故のない安全、安心な地域づくりのため、今後とも危険物施設の適正な維持管理と自主保

安体制の確立のため一層のご尽力をお願い申し上げます。

結びに本年も消防当局の一層のご支援、ご協力をお願い申し上げますとともに会員の皆様方の益々のご繁栄、ご健

勝をご祈念申し上げ新年のご挨拶とさせていただきます。

危険物取扱者試験日 平成２６年３月１５日（土）《盛岡市》

願書の受付期間（書面申請）

平成２６年１月２７日(月)～２月３日(月)まで

電子申請の受付期間

平成２６年１月２４日(金)～１月３１日(金)まで

受験願書の取りまとめについて

１月３１日(金)までに持参した分については、一括送付します。(気仙地区危険物安全協会会員に限り)
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『準備講習会』（県協会主催）

１ 開催日及び会場

平成２６年２月２０日(木)、２１日(金) (財)岩手県高校教育会館 ３階大ホール(盛岡市志家町１１－１３)

２ 時 間 ９時～１２時、１３時～１６時

３ 受 講 料 (テキスト含む)

会員事業所・学生 ８,５００円
非会員事業所 １３,５００円

※準備講習会の申込用紙は、気仙地区危険物安全協会にあります。

一般財団法人全国危険物安全協会では、危険物取扱者、作業従事者のための「事故防止チェックリスト(仮)」を

平成２６年４月に発行する予定です。ご希望の事業所は、気仙地区危険物安全協会へお申し込み下さい。

※申込用紙は、気仙地区危険物安全協会にあります。

発行：一般財団法人全国危険物安全協会 Ａ５版オールカラー４０ページ 予定価格：１５０円

危険物の流出は、火災危険性を著しく高めるとともに、周辺環境に甚大な影響を与えるものであり、さらには、冬

期間に流出した危険物は融雪とともに被害の拡大が懸念されます。各事業所におかれましては、流出事故の発生を防

止するため、注意喚起していただくようお願いいたします。

《注意事項》

① 危険物施設に係る落雪・積雪等による配管損傷及び転倒防止対策等を講じること。

② 巡回点検のさらなる徹底等により、危険物流出の有無の確認を徹底すること。

③ 危険物が流出した場合は、適切に対処するとともに、融雪時の対策等について徹底を期し、被害拡大を未然に

防止すること。

『 消すまでは 心の警報 ＯＮのまま 』を統一標語に春の火災予防運動が

３月１日～３月７日まで全国一斉に実施されます。空気が乾燥し火災が起こり

やすい季節となりますので、火災を出さないよう火気の取扱いには十分気を付

けましょう。

◇「指差呼称」は手抜き厳禁 ◇

対象物を見て、指を指して、大きな声で「○○ヨシ！」と呼称する「指差呼称」。エラーを防ぐには必要不可欠で

すから手抜きは厳禁です。対象の箇所に指を「○○」と呼称した後に、１～２秒間、必要な箇所や範囲を目と指で追

い、安全な状態であるかを確認して問題がなければ「ヨシ！」と呼称するとよいでしょう。




